
会 議 録 

会 議 の名 称 令和４年度第３回行田市地域公共交通会議 

開 催 日 時 
令和５年３月２０日（月） 

開会：１４時００分  閉会：１４時４７分 

開 催 場 所 行田市商工センター４０１研修室 

出席者（委員） 

氏 名 

渡邉直毅、田沼健一、鈴木貴大（代理：細谷雅彦）、梁瀬高志、 

長島豊、関根肇、藤田貢、髙鳥和子、小暮福三、関口正彦、 

飯塚光弘、中山昌典、山崎佑、中島紀行、吉田悦生、江森裕一、 

松浦由加子、青山義徳 ※敬称略 

欠 席 者 （ 委 員 氏

名） 

栗原喜好、細野桂一、坂口真一、長谷見悟、関口恒男、田尻要  

※敬称略 

事 務 局 
【交通対策課】風間課長、瀬場主幹、松本主査、杉山主任 

【地域公共交通計画作成委託事業者】昭和株式会社（小林孝志、佐藤亜世） 

会 議 内 容 

議事 

【第１号】行田市公共交通に関するアンケート調査結果の詳細について 

【第２号】地域公共交通に関する意見交換会の開催結果について 

【第３号】行田市地域公共交通計画の策定に係る課題の整理について 

会 議 資 料 

【第１号】 

行田市地域公共交通計画策定に向けたアンケート調査  調査結果報告書 

【第２号】 

行田市地域公共交通計画策定に向けた地域公共交通に関する意見交換会 報告書 

【第３号】 

行田市地域公共交通計画策定に向けた課題の整理報告書 

そ の 他 必 要 

事 項 
 

会  確   

議  

録  

の 定  

確 定 年 月  日  主  宰  者 氏  名  

令和５年３月２４日 渡 邉  直 毅  
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会議の経過（議題・発言内容・結論等） 

１ 開  会  

・開会を宣言 

・会議公開の旨の報告 

・傍聴人数の報告 

 

２ あいさつ 

  （副会長あいさつ） 

 

３ 議事 

・本日の議案は全て行田市地域公共交通計画策定に関係する事項で

あることから、議案第１号から第３号までを一括して事務局に説明を求

める。 

・資料に基づき説明 

・事務局からの説明に対し、意見・質問があったらお願いする。 

・デマンドタクシーあるいは市内循環バスを市内から市外へ運行する上

で、法的な規制はあるのか。 

・市内から市外への移動手段について法的な拘束力はないと認識して

いる。ただし、隣接している熊谷市や鴻巣市、羽生市にも公共交通が

あり、行田市が一方的に市外に出る手段を設けてよいものではなく、

近隣市との調整は少なからず必要になる。 

・隣接市との調整は考えていないのか。 

・現時点で、具体的な調整は行っていない。 

・市外に出られるようにとの要望が多いことから、隣接市と調整する必

要はあるのではないか。それにより、お互いに出入りが多くなり、地域

の活性化にもつながると思われる。 

・市外への移動要望について検討の必要はあるが、一方で、例えば市

内駅の活性化等も課題となっているので、バランスを取りながら計画に

反映させていく。 

・例えば路線が交差する箇所を多く作り、他の路線に乗り継ぎができる

ようにしたほうがよい。私の住んでいる所からやすらぎの里には乗り換

えなしで行けず、バスターミナルでの乗り換えにより所要時間が増え

る。そのような場合、どこか路線が交差する場所があり、且つ、待ち時

間が短ければ利便性は高くなる。並行して走るのではなく、縦と横の路

線を考えてみたらよい。 

・他にあるか。 

・アンケートや意見交換会を実施した上で課題を整理し、今後計画に落

とし込んでいく流れになると思うが、計画策定までのスケジュールはど
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のように考えているのか。 

・年度明け５月から６月を目安に令和５年度第１回公共交通会議の開

催を予定している。この会議で、計画に載せる方向性や数値目標を定

めた実施施策等について提案させていただきたい。その後、パブリック

コメントを経て令和５年９月策定を予定している。 

・他に意見等ないようですので、これで議長の職を解かせていただく。 

 

４ 閉  会  

・閉会を宣言（14:47 終了） 

 


